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はじめに

数理解析研究所における数学史の研究集会も, 今回で第 4回を迎えた. まずは参加いただ

いた方々にお礼を申し上げたい. 数学界において数学史研究の意義が必ずしも十分に認識

されているとは言い切れない現在, 数理解析研究所が, 共同利用の–環として数学史を取

り上げられたことは, まことに意義深いことである. 研究集会の採択にあたって関係され

た方々に, 改めてお礼申し上げる. また, 多くの困難を乗り越えて, 第 1回から第 3回ま

での研究集会を代表してきた竹之内脩氏にも感謝したい.

第 4回には 40名を越える参加者があり, 回を重ねるごとに参加者が増えているのは, よろ

こばしい限りである. –口に数学史といっても, ヨーロッパ, バビロニ乙 インド, 中国,

日本など数多くの研究対象地域があり, また, 古代, 中世, 近世, 現代と, 多くの時代が

研究の対象となっている. さらに, 数学史プロパーの研究者のアプローチと, 数学者の数

学史に対するアプローチとでは, おのずと異なった点も多い. そのような困難にもかかわ

らず, この研究集会が多種多様な人が参加する場として理解されつつあることは, まこと

に有意義なことである. 現在すでに, 本研究集会は日本における大きな研究集会となりつ

つある. 今後さらに本研究集会が発展し, 数学史研究が数学界の中に地位を確立すること

を願ってやまない.

なお, 本講究録では, 講演の順序によらず, おおむね地域別, 年代順に再配列した.

代表 岡本和夫 (東大数理科学)
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